
Title 序
Sub Title
Author 国分, 良成(Kokubun, Ryosei)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
2008

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.81, No.12 (2008. 12) ,p.v- vii 

JaLC DOI
Abstract
Notes 藤原淳一郎教授退職記念号
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-20081228--004

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


序

長
年
に
わ
た
り
、
法
学
部
の
行
政
法
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
の
専
任
教
員
と
し
て
、
研
究
と
教
育
に
多
大
な
る
ご
貢
献
を
果
た
さ
れ
た

藤
原
淳
一
郎
教
授
が
平
成
二
一
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
る
。
藤
原
教
授
の
法
学
部
に
残
さ
れ
た
多
く
の
足
跡
と
業
績
に
鑑

み
、
『
法
学
研
究
』
誌
上
に
先
生
の
ご
退
職
を
記
念
す
る
特
集
号
を
組
み
、
こ
こ
に
学
部
と
し
て
謹
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
思
う
。

藤
原
淳
一
郎
教
授
は
一
九
六
六
年
に
本
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
を
ご
卒
業
後
、
郷
里
に
戻
り
、
神
戸
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

に
入
学
し
、
山
田
幸
男
教
授
の
も
と
で
行
政
法
研
究
の
道
に
入
ら
れ
た
。
ち
な
み
に
本
塾
大
学
法
学
部
で
は
石
川
明
研
究
会
に
所
属

し
、
民
事
訴
訟
法
を
専
攻
さ
れ
た
。
神
戸
大
学
大
学
院
で
は
、
修
士
課
程
に
続
い
て
そ
の
ま
ま
博
士
課
程
に
進
学
さ
れ
た
が
中
途
退

学
し
、
七
O
年
四
月
に
本
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
に
一
民
ら
れ
る
と
同
時
に
法
学
部
助
手
と
し
て
採
用
さ
れ
、
金
子
芳

雄
教
授
の
も
と
で
研
究
者
と
し
て
の
研
錆
を
積
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
七
四
年
に
法
学
部
専
任
講
師
、
七
八
年
に
同
助
教
授
、
八
七
年

に
同
教
授
と
昇
任
さ
れ
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
七
五
年
四
月
か
ら
一
年
半
に
わ
た
り
ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ン
大
学
、
八
五

年
に
は
ド
イ
ツ
の
ミ
ユ
ン
ス
タ

l

大
学
、
ゲ
ッ
テ
イ
ン
ゲ
ン
大
学
、
米
国
の
コ

1

ネ
ル
大
学
、
九
二
年
八
月
か
ら
一
年
間
米
国
の
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
法
科
大
学
院
に
留
学
さ
れ
る
な
ど
、
実
に
豊
富
な
海
外
経
験
を
経
て
ご
自
身
の
学
問
を
充
実
し
た
も
の
に
さ
れ
て
い

る

序

も
と
よ
り
行
政
法
の
分
野
は
官
学
が
伝
統
的
に
優
位
に
あ
り
、
私
学
は
後
塵
を
拝
さ
ざ
る
を
え
な
い
苦
し
い
立
場
に
置
か
れ
て
い

た
。
藤
原
先
生
ご
自
身
の
言
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
ド
イ
ツ
留
学
中
に
盲
腸
の
手
術
を
受
け
、
そ
の
最
中
に
神

v 



12) 

か
ら
の
「
啓
示
」
を
受
け
、
そ
れ
ま
で
前
例
の
な
い
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
」
の
専
攻
を
思
い
つ
い
た
と
い
う
。
真
偽
の
ほ
ど
は
と
も
か

い
か
に
も
藤
原
先
生
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
逸
話
で
あ
る
。
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爾
来
、
藤
原
先
生
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
学
界
で
頭
角
を
現
し
、
周
知
の
よ
う
に
時
代
と
と
も
に
そ
の
重
要
性

は
増
し
、
官
界
、
産
業
界
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
存
在
と
な
っ
た
。
そ
し
て
先
生
は
や
が
て
電
力
・
ガ
ス
規
制
と
の
関
連
で
運
輸
・

情
報
通
信
等
、
他
の
公
益
事
業
分
野
と
も
接
点
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
法
律
家
と
し
て
初
め
て
経
済
畑
の
公
益
事
業
学
会
副
会
長
を

歴
任
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
公
法
学
会
に
お
い
て
も
、
長
年
に
わ
た
り
理
事
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
学
会
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
の
場
で
、
藤
原
先
生
は
「
質
問
男
」
と
し
て
名
を
馳
せ
ら
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
学
部
の
教
授
会
や
各
種
の
会
議

で
も
そ
の
発
言
回
数
が
群
を
抜
い
て
い
た
こ
と
と
符
合
す
る
。
先
生
の
ご
発
言
か
ら
は
、
わ
れ
わ
れ
が
見
逃
し
そ
う
な
部
分
や
複
雑

な
話
を
よ
く
聞
か
れ
て
い
る
と
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
そ
う
し
た
会
議
の
場
で
配
布
さ
れ
る
文
書
や
資
料
を
実
に
丁
寧

に
目
を
通
さ
れ
て
お
り
、
綴
密
な
実
証
主
義
的
研
究
者
の
香
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

藤
原
先
生
の
主
要
な
業
績
は
、
法
学
博
士
の
学
位
を
取
得
さ
れ
た
『
十
九
世
紀
米
国
に
お
け
る
電
気
事
業
規
制
の
展
開
』
（
慶
慮

義
塾
大
学
法
学
研
究
会
叢
書
、
一
九
八
九
年
）
の
ほ
か
、
『
現
代
経
済
社
会
と
法
』
（
共
著
、
三
省
堂
、
一
九
九
O
年
）
、
『
ア
ジ
ア
・
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
ー
－

2
世
紀
へ
の
展
望
」
（
編
著
、
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）
、
「
市
場
自
由
化
と
公
益
事
業
｜
｜

市
場
自
由
化
を
水
平
的
に
比
較
す
る
』
（
共
監
修
、
白
桃
書
房
、
二O
O

七
年
）
な
ど
に
集
約
さ
れ
る
。

藤
原
先
生
の
ご
研
究
は
現
実
の
社
会
と
の
接
点
の
う
え
に
大
き
く
発
展
し
た
。
以
下
の
よ
う
な
、
歴
任
さ
れ
た
数
多
く
の
そ
し
て

多
彩
な
学
外
活
動
を
見
れ
ば
、
先
生
の
果
た
さ
れ
た
社
会
貢
献
の
大
き
さ
も
伝
わ
っ
て
く
る
。
経
済
産
業
省
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

調
査
会
臨
時
委
員
、
旧
通
商
産
業
省
電
気
事
業
審
議
会
専
門
委
員
、
同
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
臨
時
委
員
、
同
石
油
審
議
会
専
門

委
員
、
総
務
省
情
報
通
信
審
議
会
専
門
委
員
、
防
衛
省
防
衛
人
事
審
議
会
委
員
、
旧
経
済
企
画
庁
物
価
安
定
政
策
会
議
専
門
委
員
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
推
進
委
員
会
委
員
、
川
崎
市
公
文
書
公
開
審
査
会
会
長
、
川
崎
市
個
人
情
報
保
護
審
査
会
会
長
、
横
須
賀
市
公
文



書
公
開
審
査
会
委
員
長
、
旧
文
部
省
法
学
教
育
の
在
り
方
等
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
委
員
、
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構

（N
U
M
O

）
情
報
公
開
適
正
化
委
員
会
委
員
長
、
有
限
責
任
中
間
法
人
電
力
系
統
利
用
協
議
会
中
立
者
委
員
等
々
。

藤
原
先
生
は
一
度
お
会
い
す
れ
ば
、
誰
も
忘
れ
る
こ
と
が
な
い
。
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
は
目
。
一
見
す
る
と
ぎ
ょ
ろ
り
と
見
ら
れ

て
怖
そ
う
に
も
思
え
る
が
、
お
話
す
る
と
途
端
に
大
き
な
目
が
優
し
い
日
に
変
わ
り
、
ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
た
楽
し
い
会
話
と
な
る
。

ゼ
ミ
学
生
と
の
合
宿
や
飲
み
会
で
は
、
「
藤
原
歌
劇
団
」
に
変
貌
し
て
カ
ラ
オ
ケ
に
興
じ
る
学
生
か
ら
慕
わ
れ
る
一
人
の
教
師
で
も

あ
る
。

藤
原
淳
一
郎
教
授
が
義
塾
を
去
ら
れ
る
こ
と
は
法
学
部
と
し
て
も
損
失
で
あ
る
。
ま
た
、
い
つ
も
の
よ
う
に
本
を
ぎ
っ
ち
り
詰
め

込
ん
だ
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
ク
を
引
き
な
が
ら
、
三
田
の
山
を
歩
か
れ
て
い
る
お
姿
を
日
常
的
に
拝
見
で
き
な
い
こ
と
も
寂
し
い
。
し
か

し
、
今
後
は
後
進
の
青
木
淳
一
専
任
講
師
が
立
派
に
藤
原
先
生
の
学
問
を
継
承
し
、
発
展
さ
せ
て
く
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
今
後
と

も
、
藤
原
先
生
が
ご
健
康
に
ご
留
意
さ
れ
な
が
ら
、
各
方
面
で
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
期
し
て
巻
頭
の
ご
挨
拶
と
し
た
い
。

平
成
二
O
年
一
二
月

法
学
部
長

国
分
良
成

序
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